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－2－   
Ⅰ 生業構造の変容と住民の対応  































相互作用を反映している。   
ただ現状においては、立地条件や生業構造そのもの、あるいはその変容過程の多様性にもかかわらず、地  
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区や集落の個性、特徴は失われつつあり、結果として生活全般の均質化が進んできたようにも見える。2．で  























構成比の差は、変化の進行がやや先んじたか否かの差にすぎないといってもよい。   
以下では、もともとの生業構造の異なる集落ごとに、その変容の過程を見てゆくこととする。  
2．集落の生業構造と変容の過程  
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あった。こういった状況が大きく変化するのは、この地域では1960年代半ばから70年代初めにかけてであ  
り、非農家の比率が高まるとともに、農家のなかでも農外収入が農業収入を上まわる2種兼業農家が圧倒的  
























労働が経済基盤であった。   
一方、藤瀬の場合、1990年代には専業農家が増加しているが、これは実質的には、2種兼業農家の世帯主  
が、定年等の理由でそれまでの収入源を失ったために分類上、専業農家化したにすぎない。このような事情  













ざるを得ない。   
ところでこういった選択をした世代の人々は、いわゆる少子化が進行した後に生まれた世代である。日本  
における合計特殊出生率は、1947年の4．54から1955年には2．37、1960年には2．00となっている（厚生省  


























（3）漁村的集落の事例   
漁村的集落の事例としてとりあげる風戸は、富来町西部の海岸に位置し、背後は急な崖地を有していて耕  
作適地はごく少なく、近年まで、小型漁船による沿岸漁業と、船員に特化した賃金労働とが、主たる経済基  













農業と同様、副業、ないし半ば趣味として漁業にかかわっていることになる。   
一方船員についても、現役の船員の大部分は40歳以上、すなわち1970年代までに就職した人々であり、  
それ以降に就職した若年層はごく少ない。   
すなわち現在の風戸で大部分の世帯の経済的基盤となっているのは、通勤賃労働であり、その意味では農  
村、山村的集落との共通性は高まってきたといえる。そしてこのような変化と高学歴化、少子化との関係  


































































表－1 対象地域、集落の世帯数。人口の変化  
富来町  里本江  風 戸  地頭町  
1889＊  2，985  15，325   88  35   90  386  230  1，083   
1965  3，247  14，688  105  485  105  511  315  1，174   
1985  3，242  12，584  129  523  104  402  286  1，012   
中島町  河 内  藤 瀬  塩 津  
1889＊  
1965  2，291  10，554   90  436   69  304  133  557   
79  320   
1985  2，243  8，854   69  249   65  253  124  477   
1995  2，233  7，923   61  198   62  223  114  405   
増減率  
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表－2 中島町における若年層人口の変動  
年齢集団の人口  
1956～60  1，085  1，085  1，038   710   354   453   
『中島町史・資料編下』p．735、736による  
義一3 対象地域、集落の世帯平均人数の変化  
世 帯 平 均 人 数  
1995  3．30  3。39  3．15  3．04  3．55  3．25  3．60  3．55  2．82   
表－1にもとづく．日本については国勢調査による  
表－4 年齢別人口比率（％）  
年齢   風戸   河内   藤瀬  日本全体   
11．6   11．5   16，0   
60■．6   60．0   69．5   
65以上  31．8   27．8   28．5  14．5   
風戸は1997年、河内。藤瀬は1999年、日本は1995年  
集落の数値は町役場資料、日本については国勢調査による  
義一5 世帯の類型別比率（％）  
世帯類型  里春江  風戸  地頭町  河内   
直系家族  33．3   42．2   28．9   35．0   45．2   47，0   
里春江。風戸は1997年、地頭町は1998年、河内。藤瀬は1999年、  
塩津は2000年の実地調査による  
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表－6 里本江と藤瀬の農業  
年度  戸数  農家数  農家率 （％）  専業  1兼  2兼  鹿家当 田の面 積（ha）  農家当 畑の面 積（ha）  請負 農家  委託 農家   
1960  84 66  78．6  20   18   28  
里  
108  9   11  41  0   30  
本  3  8  0．42  0．29   3  20  
960  59  93．7   0   51   8   0．59  0．08  
藤  
1970   54  79．4   2   10   
1980  66   50  75．7   2   3   45  0．72  0．05   1   12  
瀬   
44  70．9   4  39  0．60  0．03   3   39   
串は国勢調査、その他は農業センサスによる  
義一7 石川県と富来町の高校進学率（％）  
石 川 県  富 来 町  
年度  男   女  全体  男   女  全体   
1955  50．4  43．2  48．4  
1970  79．4  87．3  85。5  67．6  5臥4  63．3   
1975  94．3  96．5  95．4  91．2  86．2  88．7   
91．8  94．3  93．1   
1980  96．7  98．2  97．5  
石川県総務部統計課による  
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表－8 河内の農林業  
年度  戸数  農家数   （％）   
1960  85   85  190   
1970  88   80  90．9   2   
1980  75   61  81．3   「■I こ〉   
46  75．4  3   3   40  0．55  43  仇5  6．5   
表－6に同じ  
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Ⅱ 農村部住民の生活基盤としての地区組織  
























1．調査集落の立地と概要   
本研究で調査の対象とした集落の地理的立地と人口動態、生業等に関する概要は、本報告書の鹿野論文で  
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して、中島町のほうは七尾湾という内海であり、このことが両町の漁業のかたちを規定してきた。   
こうした両町に属する集落のうち、とくに詳しく調査をしたのは、富来町の風戸、里本江、および地頭町  
の3集落であり、中島町では鈍打地区の10集落と笠志保地区の6集落である。   
風戸は丘陵が背後に迫った海岸に立地する集村で、漁港を有し、沿岸◎沖合漁業および外国航路の船で仕  
事をする船員を主要な生業としてきた集落である。その立地や生業の特色から、比較的まとまりのある地域  





ンターが移転。建設されるなど、様相を大きく変えつつある集落である。   
地頭町は隣接する宙家町とあわせて、富来町の中心となってきた集落で、商店や銀行などが建ち並ぶ中心  
部は町並みを形成している。しかし近年は自家用車の普及や高速道路の整備、さらにはショッピング。セン  
ターヘの商店の転出などによって、地域の中心としての役割を減じつつある。   
中島町の鈍打地区は山間地域に位置し、林業と農業をおもな生業としてきた。地区内には10の集落が点  
在し、そのうち人口規模の比較的大きいものでも、谷川や山裾にそって人家が列状に連なるかたちをとって  
いる。近年では林業の衰退により、とくに山あいの集落で人口の減少が顕著である。   
笠志保地区は、低い丘陵で隔てられたふたつの平地からなり、やはり山裾にそって人家が並ぶかたちを  
とっている。おもな生業は農業。林業と海岸部での養殖漁業であるが、地区内には七尾市に向かう鉄道の駅  







［風戸］   
風戸は、隣接する風無とともに、沿岸。沖合漁業に従事する世帯が多く、また海外航路の船員を多く輩出  
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に、風戸が属する西海地区の地区振興会の役員2軋 また富来町の交通安全協会委員2名および民生委員1  
名も、区から選出される。区の組織としては、風戸婦人消防隊、婦人会、青壮年会、老人会、「小君達中」  
などがおかれている。   
区の運営はもっばら毎月1回開かれる区役員会によって切り盛りされる。区の全戸が参加する定例総会  
は、年度予算。決算などをおこなう1月15日の通常総会、夏季大祭前の祭礼総会、そして2年に一度役員  
















キリコは近在にも知られ いわば風戸の祭りのシンボルのようになっている。やはり船員が多かったことか  
ら作られたと思われる婦人消防隊も含めて、生業の特徴をうまく区の運営に取り込んでいることも、区のま  
とまりを高める重要な要因となっているといえよう。  


















員など、同じ者が長期間務める役もある。   
初集会では、役員改選のほか、昨年度の決算報告や今年度の活動計画が審議され、役員手当てや人夫賃  
（区の共同作業に出た人への報酬）が決定される。区の成員全体が集まる定例集会はこの初集会だけで、あ  
とは必要に応じて臨時集会が召集される。   
区の定例活動としては、富来八幡神社の祭礼への参加と、区内の用水の清掃（江掘り）や草刈り（江刈  
り）などがおもなものである。またおもな事業としては、1996年に竣工した地区会館の運営や、区内の道  
路整備の陳情などがある。   
区の活動は、成員各世帯から徴集される年会費でまかなわれる。その経理は、1965年頃までは特に予算  
も立てずに慣例的におこなわれていたが、若い人を中心にもうすこしきちんとしたほうがいいのではないか  


















名」の共有地は、やはり内列砂丘の斜面の一部のほか、海岸に面した浜辺と、山林の一部が含まれる。   
これらの共有地は、1923（大正12）年におこなわれた土地登記に際して発生したものとされ、「十七  
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は以上のほかに、各班の班長24名、さらに地頭町青年会支部長および地頭町商店連盟会長を加えた、総勢  
54名で構成されている。この役員が定期的に総委員会を開いて、区の運営を切り盛りしていく。   
区の総会は例年1月20日に設定されている。原則的には全戸の代表が出席しておこなうのがたてまえで  
あるが、ことに最近では役員以外で出席する人はさほど多くないという。総会では前年度の行事や予算執行  
の報告、会計監査報告などがなされ、役員の任期代わりの年には新役員の選出承認がおこなわれる。   
区の役員54名が出席しておこなう会合は年四回もたれる。その内訳は年度最初の総委員会、上半期a下  















る。   
鈍打地区のまとまりは祭礼の面でも見られる。各集落はそれぞれ固有の神社をもつが、藤瀬に位置する藤  
津比古神社の夏中秋祭りは、近年地区に編入された別所をのぞく9つの集落が参加して催される。  





ひとつの村を形成し、さらに戦後の町村合併で中島町に編入することになった。   
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4集落はさらに20の班に分けられ、各班長が連絡役を務める。組織としては壮年会、婦人会、老人会、子  





5，000円の均等割と資産にもとづく資産割を併用している。   
4集落のまとまりは祭礼の面でも見られる。中笠師に位置する菅忍比嘩神社の祭礼には、4集落の住民が  
その氏子として参加する。   
塩津もまた自治会の構成は笠師4集落のそれに似ている。塩津は7つの小集落からなり、それぞれから選  
出される部落長が塩津全体の自治会の理事を務める。全体では区長、副区長、出納員各1名が2年任期で選  





れを年3回に分けて集めている。   
塩津もまた祭礼でまとまっている。区内にある日面社および唐島社は、それぞれ山手の住民と海側の住民  





3．集落を超えるつながり   
調査した各集落は、それぞれが自治会を置いて独自の運営をおこなっているいっぽうで、集落の連合体を  








要な要素としてあげられる。   
笠師保地区の笠師4集落もまた、各集落単独のまとまりよりも4集落全体のまとまりのほうが優越するか  
たちが見られる。これもまた江戸時代の村にさかのぼるまとまりの単位を基盤とするほか、ひとつの神社の  
－20－   
祭礼の共同運営も維持してきている。   
しかし同じ笠師保地区の塩津および筆染は、明治以来戦後の町村合併まで笠師4集落とともにひとつの村  
を構成していたにもかかわらず、笠師4集落とのつながり（つまり笠師保地区のまとまり）は地打地区はど  
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Ⅲ 年齢別組織に見る中島町鈍打地区の社会変化  









はじめに   
本稿は、石川県鹿島郡中島町の鈍打地区に関して、近年この地域で進みつつある急激な人口変動と、それ  





疎化。高齢化。少子化が進む中、鈍打地区ではその傾向がいっそう強い。   
本稿では、そうした社会変化のあり方を、主に年齢別組織に注目して記述していく。   
鈍打地区の特徴とは、まず第一に、地域組織が非常に発達しているという点である。鈍打地区は、10の  









町鈍打地区』1章および2章を参照していただきたい。   
すでに述べたように、地打地区は中島町の他の地区と比較しても、人口の減少が進んでいる地域である。  
中島町では、全体としても、一時は12，000人を超えた人口が、現在ではその7割弱の約8，000人にまで減少  
－22－   
している。しかし、中でも鈍打地区の減少率は大きく、1954年から1999年にかけての人口はほぼ半減して  
































































歳前後からは、男性と同様に老人会に入るのである。   
ところで、鈍打に見られるこれらの年齢別組織は、確かにどれもある年齢層に即して作られているが、そ  
の組織形態においては、若干差異があることも付け加えておきたい。   































れるようになっていることも、近年の大きな変化だろう。   
では、こうした現状を、壮年団と婦人会、そして新たな組織作りの模索の一例として十人衆を具体的に取  
り上げて、さらに詳しく見ていくことにしよう。  








－25－   
さて、壮年団の主な仕事とは、各集落および地区全体において行われる様々な行事の実質的な運営である  











という。   
壮年団はまた、地区や町の競技大会をはじめとする様々な行事にも関わっている。かつて、この仕事は、  
















































































































在、この組織はまさに地区社会の中心に位置づけられ、その重要性を増しつつある。   
ところで、このように、ふるさとづくり協議会とは、これまで地区内に存在していた様々な組織を連携す  
ることによって新たに生まれた組織であるが、それを実際に作り上げ、また実質的に動かしているのは、実  






















一29－   
さて、このように十人衆とは、近年の社会変動を背景にして、既存の組織に対する反省の中から生まれた  
ものである。その性格もこれまでの組織とは大きく異なっている。しかし、それは決して、従来の社会の全  
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1紬ト＄5  之魯（33．3）   
相互沌－9¢  盟6（37．り   0（0．0）   望（2．9）  芝0（2臥6）  望塁（31．卑）  70（100）   
d．女性の婚咽後の居住の内訳  
望（2．9）  昏（11．8）  3格（50．0）  1魯（26．5）  6缶（108）   
表－3 飽打地区め年齢別  
九日   （1999年）  義一2 中島町の年齢別泉悶の動態（国勢調査より）  
服■  1，696   
1995年  1．空知   唱5．亀   ヰ．了06   鍋凋   1，997   
25.2 了．923   
年齢  人数   
0－・ヰ   43   
4℡  
55～59  9B   
60～6各  96   
65～69  118   
70～7埠  106   
75～79  8 5   
382  
（29．6）  
褒一路 絶好樽見蛮密魔の寧柁別構成⑳臆敏（瑠9葛葛容色瑠昏閑寧）  
41．1   30．3   
15．6   39．2   35．9   
（）内数字は％、町役場資料による  
－31－  
資  料     覧  
○石川県  




















－32－   
